
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫

基　本　施　策 G3 スポーツ・レクリエーションの振興を図ります

スポーツ振興課

編　成　区　分 当初 担当者・内線 東・6357

≪基本情報≫

整　理　番　号 24005 事務事業評価（事前）シート 提　出　日 令和2年11月12日

評価対象年度 令和3年度 事業担当課

事 務 事 業 名 プロスポーツ応援事業

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

市民が
日頃から自分に適したスポーツやレクリエーションに親しんで
いる。

現状・問題点
2021年９月にBリーグに参入するプロバスケットボールチーム「長崎ヴェルカ」は、令和２年10
月30日にチーム名が決まり、市民の認知度や関心が十分とは言えない。また市民一丸とな
り応援する機運醸成がこれからという段階にある。

基本施策の目的
（対象と意図）

対　　　　象 意　　　　　　　　　　　　図

市民が
いつでも、どこでも、いつまでもスポーツ・レクリエーションに
親しんでいる。

個　別　施　策 G3-1 スポーツ・レクリエーションを普及促進します

個別施策の目的
（対象と意図）

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

市民がV・ファーレン長崎及び長崎ヴェルカの活動等を応援し、関心を持ち、応援する機運
が醸成できている。

課題（どういうことをする
必要があるのか）

あらゆる機会を捉えて市がV・ファーレン長崎及び長崎ヴェルカの活動の広報を行うととも
に、ホーム戦への親子ペア招待を実施し、「みる」・「支える」スポーツを通じてスポーツへの
関心を高める。

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

【既存分】
V・ファーレン長崎の応援業務委託　8,000千円
（１）長崎市民応援DAY実施業務
　　　小中学生親子ペアのホームゲーム招待　　1,200組　6,800,000円
（２）長崎市の魅力発信の取り組み
　　　アウェイサポーターへの特産品プレゼント　　　　　　　  380,000円
（３）応援機運醸成
　　　応援タペストリー等設置（10枚） 　　　　　　　　　　　　　820,000円

【拡大分】
長崎ヴェルカの応援業務委託　　　1,000千円
（１）長崎市民応援DAY実施業務
　　　小中学生親子ペアのホームゲーム招待　　　200組　　833,000円
（２）長崎市の魅力発信の取り組み
　　　アウェイサポーターへの特産品プレゼント　　　　　　　　  86,000円
（３）応援機運醸成
　　　応援タペストリー等設置（1枚） 　　　　　　　　　　　　　　　81,000円

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業

　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）
　新規・拡大事業を行うためには、今までやってきた取組みを検証し、成果や効果が低い事
務事業の終了も含めた「選択と集中」に努めることが不可欠です。

業務量の増減
通常分（旧事業名：V・ファーレン長崎応援事業50時間）+拡大分（長崎ヴェルカ応援事業分
50時間）

新 規

拡 大



当　年　度 9,000 4,500 4,500

金額（千円） 国 県 地方債

市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

市民がプロスポーツの試合を観戦し、「みる」スポーツを通じてスポーツへの関心を高め、ス
ポーツ活動への参画を推進する。

事　業　期　間 （　　年度～　　年度　）

その他 一般財源

財源名称　

総　　　額

地方創生交付金

2,320 2,331 2,342 2,353 2,364

成果指標及び
目標値の説明

市民のプロスポーツへの関心が高まることでスポーツ活動への参画が増加すると考え、招
待試合への応募件数を成果指標とした。

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

予
算
額

成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） 招待試合への応募件数

年　　　度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目　標　値

　プロバスケットボールチーム「長崎ヴェルカ」が2021年9月にＢリーグへ参入することから、市民一丸となり応援する機
運を醸成するものである。
　「Ｖ・ファーレン長崎」に加え、「長崎ヴェルカ」の活動も応援していくため、ホームゲームへの親子ペア招待などを行う
ものである。
　プロスポーツ観戦の機会が身近になることで、スポーツへの関心が高まり、スポーツ・レクリエーションの普及推進に
つながることから、事業の実施は適当である。

(2) 評価会議における指摘事項

単年度 単年度繰り返し 期間限定

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他

情報共有 参画 協働


